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水防工法

○　土のう拵え

○　月の輪

○　積土のう

○改良積土のう　

参考資料
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土のう拵え

■　用　途
　 　水防工法の基本ともなる土のう（ビニール・合成繊維等）を
　多量に作る作業です。

人員
資　材 器　具

名　称 形状寸法 単位 員数 名　称 単位 員数

２人 土のう ひも付き 袋 ２０ スコップ 本 １

しぼりましたら、紐を２～３回まわして、
紐の出口を下から上へ通し、引いて締
めます。

袋の端に出ている紐を引いて、袋の口を
絞ります。

スコップで４～５杯の土を入れますと、袋の約７～８割になります。
その重さは、およそ２５～３０ｋｇです。

土のう

（ビニール・合成繊
維製）

４８ｃ
ｍ

６０ｃ
ｍ
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月の輪

■　目　的
　 　出水中に、堤防裏側に漏水による水が噴き出しその漏水口が
　拡大されるのを、土のうを積んで水の圧力を弱め堤防の決壊を
　防ぐ工法です。

土を詰めよく踏みます。

1.20m

50cm

内側(長手)

外側(小口)土を詰めよく
踏みます。

土のうは、漏水口を中心に、半径１．２ｍから２ｍ位の
半円形の輪を描きます。

内側断面図

土のう長手積み

土を詰めて、よく踏みます。

●土のうの並べ方・内側
　 土のうは、内側から積んでいきます。
　 まず、長手積みで、堤防の法側に合わせて並べます
（１段目）。継ぎ目には、 土を詰めて踏み固めます。　

外側断面図

土のう小口積み

土を詰めて、よく踏みます。

土を詰めよく
踏みます。

内側

外側

●土のうの積み方
　 内側と外側の土のうの間に良質の土をつめて、
　充分に踏み固めます。

●土のうの並べ方・外側
　 内側の土のうから５０cm位離して、外側土のうを
　小口積みに並べます。
　 やはり継ぎ目には、 土を詰めて、踏み固めます。　
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鋼杭

外側断面図

内側断面図

以上の順序で、内側外側とも、２段目・３段目と
積み重ねます。
最近では、内側にビニールシートを張る工法も
用いられています。

●控え杭
　土のうが３段以上になった場合は、内側土のうに
杭を打ちます。この杭は、長さ１．２ｍ、直径１６mm
の鋼杭を使用し、土のう１袋に２本の割合で打ち込
みます。

鋼杭１．２ｍ×１６mm

●土のう積み完了
　６段目の土のうを、内側と外側の土のうの間に詰
　めた土の上に、長手積みで並べます。
　高く積む場合は、外側土のうの後方に控え土のう
　を積み、水圧に強くする方法もあります。

内側土のう

土

外側土のう

長手積みで並べる
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人員
資材 器具

名　称 形状寸法 単位 員数 名　称 単位 員数

２５人

土のう 袋 ２６０ 掛矢 丁 ２

鋼杭 1.2m×16mm 本 ４４ スコップ 丁 ８

ビニール蓆 2.0m×1.0m 枚 １ 一輪車 台 ４

木杭 1.8m×6cm 本 ４

二子縄 ２ｍ 本 ２

ポリエチレン
パイプ

4.0m×15cm 本 １

ビニールシート 5.4m×5.4m 枚 １ 水漏れ防止用

土砂  １

●　月の輪数量表（土のう使用）　（1カ月当たり＝半径１．５ｍ）

ビニール蓆

土
の
う

●水落下部の施行
　パイプの水が落ちる場所に、縦２．０m、横１．０ｍ
　のビニール蓆を１枚敷きます。
　その上に土のうを３個、パイプと並行して並べます。

ポリエチレンパイプ

板使用の三角トイ
　９０度

このパイプは、５段目の土のうの上に置き、
末口６ｃｍ、長さ１．８mの木杭で支えます。
板を２枚直角に合わせて三角トイを作り、
これを使用する場合もあります。

漏水

●　パイプの取付
　　次に、あふれ出す水を流すために、ポリエチレ
　　ン製のパイプを取り付けます。
　　長さは、４ｍ程度のものを使います。

長さ５ｍ直径１０～１５ｃｍポリエチレンパイプ
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下流側 上流側

表法側 裏法側

０．５～１ｍ

継ぎ目には土を詰めて踏み固める。

縛り口は下流側に

土天端

積み土のう

■　目　的
　　洪水によって堤防が沈下した場合や増水する速さが著しく、水が堤防を越すようになったと
きに用います。

表土のう正面図

土を詰めて踏み固める。

下流側 上流側

●表土のう２～５段目の積み方
　２段目～５段目は、互い違いに積み
上げます。
　１段目と同様に、土のうの継ぎ目には
土を詰めて、よく踏み固めます。

●控え土のうの積み方
　このままですと水の押す力で、土のう
が崩れるおそれがありますから、前列
土のうのすぐ後ろに、控え土のうを小口
積みに３段積みます。

側面図

表法側 裏法側

土を詰めて踏み固める。

縛り口は裏法に向けます。

土を詰めて踏み固める。 １段目の並べ方は、土のうのしばり口を
堤防天端の裏法に向けて、前列土のう
にぴったりつけて並べます。継ぎ目に
は、土を詰めてよく踏み固めます。
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下流側 上流側

土を詰めて踏み固める。

控え土のう正面図
２段目は、１段目の継ぎ目の上に互い違
いに積み上げ、やはり継ぎ目には、土を詰
めて、よく踏み固めます。

正面図

●杭の打ち込み
　次に表土のうに控え杭を打ち込みます。
　杭は、長さ１．２ｍ、直径１６ｍｍの
　鋼杭を使用し、土のう１袋につき２本
　の割合で打ちます。

鋼杭１．２ｍ×１６mm
土のう１袋につき２本打ち込みます。

表法側

側面図

裏法側

下流側 上流側

人員
資材 器具

摘要
名称 形状寸法 単位 員数 名称 単位 員数

２０人

土のう 袋 ２１５ 掛け矢 丁 ２

前５段、後３段
１袋当たり２本
使用

鋼　杭
長さ１．２ｍ
直経１６ｍｍ

本 ５０ スコップ 丁 ４

土　砂  ２ モッコ 組 ３

●積み土のう数量表（１組当たり）１０ｍ当たり
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改良積み土のう

■　目　的
　　鋼杭と防水シートを使って、前項の積み土のう工法を改良・強化したものです。
　　越水防止対策として重視されています。

１ｍ鋼杭

０．５～１ｍ

川表側

30㎝

●杭の打ち込み
　川表側から５０ｃｍ～１ｍ位後のところに、
　長さ１．２ｍ、直径１６ｍｍの鋼杭を打ち
　込んで固定させます。
　鋼杭の間隔は、１ｍとします。

川表側 川裏側

控え土のうの積み方
(小口積み）

鋼杭

合成繊維シート
長さ１０ｍ幅２ｍ

●シート張り
　この杭に、長さ１０ｍ幅２ｍの透水防止用
　の合成繊維シートを張ります。
　シートの裾はそのまま天端上に敷きます。

川表側 川裏側

土を詰入れてよく踏み固める。

控え土のう

表土のう

１ｍ

●土の充填1回目
　２段目の土のうを積む前に、この３０ｃｍの
　すき間に土を詰めて、よく踏み固めます。

下流側 上流側

●控え土のう２段目・３段目
　２段目の土のうを積みます。やはり土のうの
　縛り口を堤防の裏法側に向けて、１段目の
　土のうの継ぎ目の上に小口積みで重ねます。
　表土のうとすき間に土を詰めて、よく踏み固め
　ます。
　３段目も同じです。
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人
員

資材 器具
摘要

名称 形状寸法 単位 員数 名称 単位 員数

２０
人

シート 長さ10ｍ幅2ｍ 袋 １ 掛け矢 丁 ２

前５段、
後３段

鋼　杭 長さ1.2m径16㎜ 本 １１ スコップ 丁 ４

鉄　筋 長さ1.2ｍ経９ｍｍ 本 ５ モッコ 組 ３

土のう ひもつき 袋 ２１５

土　砂  ２

●改良積み土のう数量表（１組当たり）１０ｍ当たり

川裏側
３段目
２段目
１段目

表土のう

川裏側

土のうは川に平行して
並べます。

川裏側

縛り口は川裏側に

控え土のう

表土のう

土のうの縛り口は下流に向けます。

下流側 上流側

川表側

●土の充填２回目・３回目
　表土のうとのすき間に土を詰めて、
　よく踏み固めます

川表側

●表土のうの積み方
　表土のうを川の流れに平行して、シート上に
　長手積みで並べます。

約30ｃｍ
川表側

●控え土のう１段目
　次に控え土のうを、表土のうの後方
　およそ３０ｃｍのところに３段積み重ねます。
　１段目は、土のうの縛り口を堤防の裏法側に
　向けて、小口積みで並べます。

表土のうの積み方（長手積み)
２段目・３段目の土のうを積みます。
その積み方は、積土のう工法と同様に、
土のうの継ぎ目の上に、長手積みで積
み上げていきます。
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